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大 正  4 イ f 、 8 月 2 日
昭 和 1 2 年 3  打
昭 和 1 6 イ ド 1 2 月
昭 和 1 7 午 1 月
昭 和 1 7 年 1 0 打
昭 矛 皿 8 イ F I 0 打
昭 和 2 0 年 ・ 9  刀
昭 和 2 1 年 1 月
昭 和 2 9 午 8 打
皿 秤 Π 3 3 年 2  児
昭 和 3 7 年 . 2 月
昭 和 3 7 年 4  打
昭 和 3 7 年
昭 和 U 年 6 打
昭 和 1 6 午 4 月
昭 和 杓 年
昭 和 5 0 年 3  打
昭 和 5 0 年
昭 和 5 1 イ F 3 月
熊 木 県 に 生 ま れ る
第 五 品 等 学 校 理 科 乙 類 卒 業
東 北 帝 国 大 学 工 学 部 金 属 工 学 科 卒 業
東 北 帝 国 大 学 大 学 院 入 学
東 北 帝 国 大 学 助 手
来 北 帝 国 大 学 大 学 院 特 別 研 究 生
東 北 帝 国 大 学 講 部
東 北 帝 国 大 学 助 教 授
フ メ リ カ 合 衆 国 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ エ 科 大 学 へ 出 張 ( 3 2 . 9  ま で )
D o c t o r  o f  s c i e n c e  マ → 上 チ ュ ー 七 ツ ツ エ 翆 卜 大 学
工 学 博 士
東 北 大 学 教 授
日 木 学 術 振 興 会 製 錨 第 1 9 妥 員 会 , 製 銑 第 馴 委 員 会 委 員
オ ー ス ト ラ リ ア , ニ ュ ー リ ・ ウ ス ウ ェ ー ノ レ ズ 大 学 客 員 教 授 ( U . 1 0 ま で )
東 北 大 学 教 授 選 鉱 製 錬 研 究 所 併 任
日 木 学 術 振 興 会 冶 金 物 質 の 高 淵 " 刎 生 第 N 0 委 員 会 委 員
来 北 大 学 評 議 員 ( 5 2 . 3  ま で )
科 学 技 術 庁 金 属 材 料 技 術 研 究 所 迎 営 委 員 ( 5 ↓ . ま で )
ア メ リ カ 合 衆 1 ・ 川  N a t i o n a l  A c a d e m y  o f  E n g 血 e e r i n g  の 外 国 会 貝
河 ヌ Ⅲ 々
祐 教 授 略 歴
鉄と鋼
氏名
・的場幸雄不破祐
・不破祐
著 作
著作・論文題目
鉄釧の精密なるガス分析法に就いて
鉄銅ガス分析法の改良に就いて
熔鉄中の炭索の活量におよぼす
Ni, CO, W,'M0の影轡(介金熔鉄
中の炭素の活雄に関する研究D
熔鉄'1・ゆ炭素の活量におよぼす
C,, CU, Nb, S, SO, Vの影糾(合
金熔鉄中の炭素の活雄に関する研究
D
溶鉄小の炭素飽和溶解度に船よぼす
第3元京の影縛
鍋中の残留水索について
溶融鉄の窒素溶解度と酸素族元素の
上杉1浮
ペレットの還元膨脹
溶融鉄の水素溶解度におよぼす炭
索,珪素,蜘およびニッケルの影粋
tこつし、て
不破祐
ジョソ.チッフマソ
目 録
・不鱸祐藤倉正鬮
的場幸雄
・的場幸雄不破祐
・不破祐禹谷志郎
石井不二夫
・不破祐萬谷志郎
・野崎洋彦萬谷志郎
不破祐的場幸雄
小野健二
P.766
1
巻号 q毛行年)
33 a9'17)
35 a94の
' a959)
頁
.不破祐萬谷志郎
福島勤井口泰孝
・萬谷志郎不敲祐
小野健二
.不破祐的場*雄
1〕 7
、15 a959)
P.219
P.600
'16 a96の
酸性および乢・"生酸化物を含力溶融珪
酸塩の水蒸気吸収
溶融鉄合金の水素溶解度につVて
.不破祐的場幸鮒
P.681
打 a96D
51 a965)
P.235
溶釧の酸索および粧化鉄による脱炭
灰応
酸素による溶鍋の1悦炭反応について
訟 a96の
訟 a966)
P.362
P.1834
給 a967)
P.231
P.1823
給(1967)
53 a967)
P.91
53 a967)
P.101
P.419
???
?
?
?
??
?
2・ 鈴 木 川 1 ・ 萬 谷 志 郎
不 破 祐
・ 村 上 昌 三 萬 谷 志 鄭
水 波 祐
・ 吉 田 浩 二 萬 谷 志 郎
不 破 祐
・ 鈴 木 捌 1  萬 谷 志 郎
不 破 祐
・ 村 上 昌 三 萬 谷 志 郎
不 破 祐
・ 鈴 木 良 朋 萬 谷 志 郎
不 皷 祐
・ 萬 谷 志 郎 ン ド 破 制 i
高 介 金 銅 の 珪 素 に よ る 脱 酸 に つ い て 脇  a 9 6 力
縦 鉄 中 の 珪 索 の 活 _ 1 止 係 数 に " 羚 よ ぽ す
炭 雰 ξ の 上 杉 1 竿 に つ い て
溶 鉄 の 硫 黄 の 活 量 に っ い て
高 合 金 鋼 の 珪 素 に よ る 脱 酸 に つ い て  5 6  a 9 7 の
溶 鉄 中 の 珪 素 の 活 量 お よ び そ れ に お
よ ぼ す 炭 永 の 影 桝 に つ い て
溶 融 鉄 合 金 中 炭 素 と 酸 業 の 活 量 に つ
い て
・ 不 艘 祐
篠 原 忠 広
寸 " 乎 光 兀
不 破 祐
・ , に 口 泰 孝
萬 谷 志 郎
・ 菊 池 村 と
浅 川 純
不 破 祐
・ 井 口 泰 孝
柿 崎 光 雄
不 破 祐
・ 萬 谷 志 郎
不 破 祐
郭  a 9 6 力
萬 谷 志 郎
戸 崎 秀 男
萬 谷 志 郎
溶 削 { 鉄 の 水 索 溶 解 度 に 及 ぼ す A I ,
B ,  G e ,  T a ,  s n お よ ひ Z r  添 加 の 影
瓣
溶 鉄 の 脱 窒 永 速 産 に つ い て
郭  a 9 6 7 )
P . フ 7 2
下 地 弘 剛
不 破 祐
名 雪 利 夫
前 田 四 郎
萬 谷 志 鄭
戸 ; 崎 泰 之
禽 谷 志 郎
P . フ 7 9
水 索 に よ る 溶 鉄 の 脱 硫 速 度
5 6  a 9 7 の
P . 7 8 3
商 温 熱 赴 計 の 試 作 と 予 備 実 験 ;
銅 合 釡 系 の 混 合 熱 の 測 定
商 炉 シ ャ フ  1 寸 沸 に お け る ガ ス の 通 気
性 に 関 t る モ デ ル 実 験
5 6  a 9 7 の
P . 2 0
6 0  a 9 7 4 )
P . 5 3 6
小 川 暗 久
「 リ 」 訊 ι 梨 U 止 ' R こ よ る ニ ッ ケ ノ レ : お よ び コ
バ ル ト 合 全 の 況 合 梨 W 川 定
6 0  a 9 7 ↓ )
P . 1 8 0 9
6 2  a 9 7 の
1 〕 . 1 2 9 9
商 周 波 撹 ギ N 谷 に お け る 難 素 に よ る 溶  6 ↓  a 9 7 8 )
鋼 の 脱 酸 機 構
船  a 9 7 フ )
P . 1 1 1 3
6 3  ( 1 9 7 フ )
P . 3 3
6 3  a 釘 7 )
P . 2 7 5
P . 9 0 1
P . 9 5 3
1 )
1 6 9 1
日本学術振興会研究報告
・的場幸雄
佐際昭喜
・不破祐
阿部泰久
・的場幸雛
萬谷心郎
・的場幸雄
藤倉正凶
・的場幸雄
・的場幸雄
菖谷志鄭
小町述二
不霞刷,
直工谷ιU耶
的場幸雄
不破祐
学振水永分析法に於ける二,三の改
良と抽禹温度及共存元索の影瓣
真空熔触法による鉄鏘の酸素分析
不破祐
学振第19小委員会鋼中酸系分析共同
研究結米報告第1報
熔鉄巾の炭素飽和溶解度に及ぼす第
ニニフL素の上レ裂1
熔鉄及び熔A金鉄の窒素熔解度
樒副獣合金の水素溶解度について
不破祐
河沌攻祢
野"飢下彦
19委一2317 a95の
・不破祐
小野健二
3
19委一3162 a953)
・不破林萬谷志郎
石井不二夫
・不破祐萬谷志郎
福島勤
禹イゞ占郎
溶融鉄合金の水宗溶解度にっいて
第 1゛k,純コバノレト,鉄ーコバル
ト,鉄ークロム,鉄ーモリブデソ及び
鉄ータソグステソ系合金について
溶融鉄合金の水素溶解度について
第N報鉄ーバナジウム,鉄ーニオプ,
鉄一銅及び鉄ーチタソ系合金について
溶触鉄の窒索溶解度と酸系の影縛に
ついて
19委一3、111 a955)
乳妥一539 a959)
19委一5593 a959)
19委一72釣 a963)
・芥苅皎祐
村上昌三
・不破祐萬谷志郎
石井不二夫
溶融スラグの水素吸収に関する研究
ケト叛スラグの水泰分析法の検"
及びSio.・・cao一酸性酸化物(P。0,,
B.0., Geo。)波びに Sio.-ca0両
性酸イ凶勿(AI。0., TioD 系合成ス
ラグの水宗溶解度
溶融鉄小珪素の活量係数およびそれ
に及ぼす炭素の影轡について
溶融鉄の窒素溶解度におよぼす酸素
族元素の影郷
純鉄の水素溶解度について
萬谷志郎
19委一7395 a963)
・不破祐萬谷志郎
19委一768-1 a96D
19妥一7686 a964)
19委一783ι a965)
19妥一7836 a965)
19委一7838 a965)
19委一79舗 a965)
??
?
?
4・ 不 破
祐 石 井 不 二 夫
・ 不 破 祐 萬 谷 志 郎
・ 不 破 祐
謝 俊 傑
・ 不 破 祐 石 井 不 二 夫
・ 不 破 祐 萬 谷 志 郎
石 井 不 二 夫
・ 不 破 祐 萬 谷 志 郎
溶 鉄 及 び 溶 融 鉄 合 金 の 窒 素 溶 解 度 に
つ い て
萬 谷 志 郎
マ ル コ ナ ペ レ ッ ト の 還 元 膨 脹 に つ い
て
マ ル 塁 ナ ペ レ ッ ト の 還 元 1 捌 辰 と 鉱 粒
の 変 形 に つ い て ( マ ル コ ナ ペ レ ッ ト
の 還 元 膨 脹 に 関 す る 研 究 第 N め
固 体 純 鉄 の 窒 素 溶 解 度
溶 鉄 の 窒 素 溶 解 度 に 及 ぼ す 灰 応 管 の
大 き さ の 影 孕 乳 こ つ い て
溶 融 鉄 合 金 の 水 索 溶 解 度 に 関 す る 検
討
・ 不 破 祐 萬 谷 志 郎
石 井 不 二 夫
・ 不 破 祐 萬 谷 志 郎
吉 田 浩 二
・ 不 破 祐 萬 谷 志 郎
1 9 委 一 7 9 4 1  ( 1 9 6 5 )
5 - 1 委 一 9 2 3  a 船 5 )
窒 素 一 溶 融 ニ ッ ケ ル に よ る  H o t
V O ] u m e  の 刈 定 に つ い て
溶 鉄 中 の 硫 黄 の 活 呈 に つ い て
・ 不 破 祐 萬 谷 志 郎
5 1 妥 一 9 7 9  a 9 6 5 )
・ 不 破 祐 石 井 不 二 夫
1 9 委 一 8 0 2 8  a 9 6 の
1 9 委 一 8 船 2  a 9 6 6 )
ν 2  H 。 = 亘 ( 固 体 鉄 ) 反 応 の 平 衡 に
関 す る 推 奨 値 ( 案 )
・ 不 破 祐 萬 谷 志 郎
鈴 木 鼎
ν 2  Π ? = 亘
す る 推 奨 値
1 9 委 一 8 0 3 3  a 9 6 6 )
・ 石 井 不 二 夫 不 破 祐
1 9 委 一 8 1 2 7  a 9 6 6 )
V 2  N 2 = N
す る 推 奨 値
( 溶 鉄 ) 反 応 の 平 衡 に 関
( 案 )
・ 不 破 祐
篠 原 忠 広
1 9 委 一 8 1 3 0  a 9 6 の
高 合 金 鋼 の 脱 酸 に 関 す る 研 究
・ 不 破 祐
井 口 泰 孝
( 溶 鉄 ) 灰 応 刀 平 衡 に 開
( 案 )
萬 谷 志 郎
戸 崎 秀 男
] 9 妥 一 8 0 2 7  a 9 6 6 )
1 9 委 一 8 1 2 6  a 9 6 6 )
1 9 委 一 8 2 6 1  a 9 6 の
1 9 委 一 8 1 2 5  a 9 6 の
1 9 委 一 8 2 6 6  a 9 6 6 )
1 9 妥 一 8 3 5 9  a 9 6 7 )
1 9 委 一 8 1 2 8  a 9 6 の
1 9 委 一 8 2 6 7  a 9 6 6 )
1 9 委 一 8 3 6 9  a 9 6 7 )
1 9 委 一 8 1 3 2  a 9 6 7 )
溶 鉄 の 窒 素 溶 解 度 に お よ ぼ す 炭 素 ,
珪 素 , 燐 , マ ソ ガ ソ お よ び 酸 素 の 影
・ 詳
溶 鉄 の 脱 窒 素 速 度 に つ い て
萬 谷 志 郎
下 地 弘 剛
高 温 熱 呈 計 の 試 作 と 予 備 実 験
1 9 委 一 8 8 4 3  a 9 6 8 )
1 9 委 一 8 9 3 7  a 9 6 の
1 9 委 一 8 9 3 8  a 9 6 の
・不破祐
鈴木良朋
・不破祐
萬谷志郎
.不破祐萬谷志郎
萬谷志郎
・石井不二夫
・石井不二夫
溶融鉄介金中の炭素と酸業の活雄に
ついて
溶融鉄合金の水素俗解度について
第Ⅳ*長 AI, B, GO, TO, sn およびZr添加の影瓣'
溶鉄の脱窒素速度に関する2,3の
考察
溶鉄中の硫黄の活量について不破祐
・不破祐
不破祐
・的場幸雄
萬谷志郎
不破祐
井口泰孝不破祐
溶鉄の窒素溶解度におよぼすバナジ
ウム,ク戸ム,モリブデソおよびタ
19委一S98」 a969)
ソグステソの罪,1浮
、くレットの還元膨脹と強度について
.不破祐壱原健
長谷川順三
.不破祐萬谷志郎
日野光兀
.井口泰孝不破祐
有馬慶治
名雪利夫・菊池
前田四郎浅川
萬谷志郎不破
柿峪光雄・不破林
丸山信俊
・水上秀昭不破祐
.不破祐萬谷志郎
小川時久
.不破祐大沼啓明
.不破祐清水勉
滝田交夫日野光兀
19委一釣85 a969)
酸素および F切0。による溶鍋の脱
炭反応
溶融スラグの水蒸匁溶解度におよぼす様加酸化物の影縛
19委一9036 (197の
5
19委一90鮖 a97の
19委一9097 a97の
悦炭反応に鬨する研究
溶鉄のガスによる脱硫反応にっいて 19委一9、189 a972)
19委一1仭ooa978)
19妥一1010la978)
5↓委一Ⅱ18 a釘の
19委反応G-5
(1971)
19委一9286 (197D
溶融スラグの水蒸気吸収にっいて 19委~9572a973)
a973)シャフト部のガス而気性に関する研別委一1280
(気一周系充坂層の圧力止失に関
する 2,3 の考察)
CO_H.混合ガスによるぺレットの還 5-1委一1289 a973)
元について
溶鉄中の酸素と硫黄の活量にっいて 19妥一]ooooa97フ)
高周波掛NW谷における珪素による溶 19妥一10085a978)
鉄の脱酸機構
溶鉄中の酸素と硫黄の活_呈
落下法による溶融鉄合金の熱含量測
定
19委一9115 a972)
、???
6・ 不 破 祐
・ 不 破 祐
野 闇 女 鮒
・ 河 V 岐 祐
井 口 泰 孝
柿 崎 光 雄
足 花 保 緋
Π 野 光 兀
萬 谷 志 鄭
戸 崎 泰 之
ウ ス タ イ ト の 還 元 挙 動
泥 " 失 の 炭 卦 鞭 邑 平 辧 割 昇 度 に お よ ぼ す 二
オ ブ の 訂 杉 夕 半
Ⅲ
T . F u k u s h i m a ,  Y . 1 g u c h i
S .  B a n - y a  a n d  T .  F u w a
T .  F u w a  a n d  s .  B a n 、 、 y a
T r a n S 丑 C t i o n s  o f  t h e  l r 0 Π 日 n d  s t e e 1  1 n s t , t u t e  o f  J a P 丑 n
商 温 熱 、 赴 , 汁 に よ る 鉄 介 金 の 溌 介 梨 W W
定
Y . 1 g u c h i ,  S .  B a n - y a
a n d  T .  F u w a
5 1 委 一 N 5 9  a 9 7 8 )
1 9 妥 一 1 0 1 3 1 ( 1 9 7 8 )
T h e  s o l l 〕 i l i t y  o f  凡 V a t e r  i n
I i q u i d  s i l i c a t e
S w e 1 1 i 乃 g  o {  1 r o n  o r e  p e Ⅱ e l s
d u r l n g  R e d u c t i o n
P . 2 0 9
Y . 1 g u c h i  a n d  ' 「 .  F u w a
1 1 0 妥 一 7 0  ( 1 9 7 8 )
T h e  s o l u b i l i t y  o f  w a t a ' i n  L i q u i d
C a o - s j 0 2  W i t h  A 1 2 0 。 ,  T I 0 2  a n d
F e o  a t  1 5 5 0 ゜ C
Ⅳ
T .  F u w a  a n d  J .  c h l p m a n
T r n n s n c t i o n g  o f  A . 1
T h e s o l u b i l i t y  o f  w a t a ' i n  L l q u i d
C n o - S I 0 2 - M g o  w i t h  a n d  w l t h o u l
肌 F e 0 リ  a t  1 5 5 0 ゜ C
T .  F u l v a  a n d  J .  c h i p 】 n a n
6  a 9 6 の
D .  H . K i r k w o o d ,  T .  F u w a
a n d  j .  c h i l 〕 m a n
9  a 9 6 9 )
M . 豆 .
A c t i v i t y  o f  c a r b o n  i n  L i q u i d  1 τ o n
A Ⅱ o y s
9  9 6 9 )
Y
P . 2 2 5
T h e  T e c h n 0 1 0 g y  R e p o r t s  o f  T o h o k u  u n i v e r S 託 丁
S . B a n - y a  a n d  T . F u w a
T h e  c a r b o n - o x y g e n  E q u i l i b T i a  i n
L i q u i d  1 τ o n
P . 1 3 7
1 0  ( 1 9 7 の
T h e  R e a c t i o n  o f  s i l i c a  w l t h
C a r b o n  i n  l i q u i d  h ・ o n
P
1 8 9
1 〕 . 2 9
2 1 5  a 飾 9 )
S o l u b i l i t y  o f  H y d r o g e n  l n  L i q u i d
h ' o n  A Ⅱ o y s
2 1 8  a 9 6 の
2 3 3  9 6 5 )
P
7 0 8
1 〕 . 8 8 7
3 9  a 9 7 D
P . 1 2 9 8
Ⅵ Proceeding8 0f the 1Πtern裂tional conferences
a) TI]e Japan_U.S. S.RJoint symposium on physical chemistry of 入leta11Urgical
Process (MOSCOW, May,1967)
T. Fuwa and s. Ban-ya
S.Matoba and T. Fuwa
T.Fuwa, S.Ban-ya and
Y.1guchi :
Abnormal Behaviour of lron ore durjng Reduction
Special Report of l. S.1. J., NO.7 a967) P・ 19
め
Decarburization with oxygen and lron ore
Speciol RePの・t of l. S.1. J., NO.7 a967) P・ 36
The second Japan-U. S. S.R. Joint symposiumOn
Meta11Urgical process (Tokyo, May,1969)
0.Kitamura, S. Ban-ya
and T. FU研a
SolubHity of wat馴 in Liquid cao-si02, ca0】Si02-A1203,
Cao-si02-Ti02 and cao-si02-Feo systems
SP.d田 Rep0武 of l. S.1. J., NO.7 a967) P.51
K. suzuld,
T.Fuwa
7
N. sato and T. Fuwa
S.Ban-ya and
Deoxidation of Liqujd lron wlth zirconium
Speolal Report of l. S.1. J., NO.10 a969) P・ 47
C) Tschernov centennial symposium (MOSCOW, May,1968)
Deoxi atlon of l'iquid lron with silicon
Special Repm・t ofl. S.1. J., NO.10 (1069) P.61
Y.1guchi and T. Fuwa
Physical chemlstry of
Deoxidation of Liquid lron with Aluminum
Special Report of l. S.1. J., NO.10 a969) P.136
田 Intemational conference on u〕e science and Techn010gy
Sel〕t..1970)
S. Ban-ya, T. shinohara,
H.Tozald and T. Fuwa
The E仟ect of lron oxide on the solubHity of water in
Liquid cao-si02-M容O system
Nitr gen Removal h'oln Liquid
Proceedlng. a972) P.538
Of lron and steel (Tokyo,
Iron
8e )  1 n t a ' n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  M e t a u u r g i c a l  c h e m i s t r y  ( s h e 丘 i e l d ,  E n 8 1 a n d ,  J u l y ,
1 9 7 1 )
T .  F u w a ,  Y . 1 g u c h i  a n d
S .  B a n - y a
T .  F u w a ,  Y . T o z a l d ,
Y . 1 g u c h i  a n d  s .  B a l ) - y a
f )  1 n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  H y d r o g e n  i n  M e t a l s  ( p a r i s ,  M a y ,  i 9 7 2 )
Y . 1 g u c h i  a n d  T .  F u w a  :
H y d r o g e n i n  L i q u i d  s i ] i c a t e
P r o c e e d i n g s  o f  l /  H y d r o g e n e
E 丘 e d  o f  A d d i t i o n s  o f  o x i d e s  o n  t h e  s o l u b i l i t y  o f  w a t e t  i n
L i q u i d  c a o - s i 0 2
C h e m i c a l  M . t 0 Ⅱ 轍 ' g y  o f  l r o n  a n d  s t e e l . 1 S l  a 9 7 D  P . 2 8
H e t  o f  M i x i n g  o f  l r o n  A Ⅱ o y s
C h e m i c a l  M e t a H u r g y  o f  l t o n  a n d  s t e e l , 1 S l  a 9 7 1 )  P . 1 3 0
倉 )  1 n t e r n a t i o n a l  c o n K r e s s  o n  t h e  M e t a ] ー . S ] a g ・ 、 G a s  R e a c t i o n s  a n d  p r o c e s s e s  ( T o r o n t o ,
M a y , 1 9 7 5 )
Y ・ 1 g u c h i  a n d  T . F u w a  :  D i s s o l u t i o n  o f  H y d r o g e n  i n  L i q u i d  l r o n  h ・ o l n  G a s  p h a s e
t h r o u g h  L i q u i d  s l a g
M e t a l - s l a g - G a s  R e a c t i o n  a n d  p r o c e s s e s
( T h e  E l e c t r o c h e m i c a l  s o c i e t y )  P . 8
h )  T h e  T h 汁 d  l n t e r n a t i o n a 1  1 r o n  o n d  s t e e l  c o " g r e s s  ( c h i c a g o ,  A P , i l , 1 9 7 8 )
亘 .  H i n o  a n d  T .  F u w a
S U H i d e  c a p a c H y  o f  L i q u i d  八 l a n g a n e s e  s i l i c a t e
P r o c e e d i n g s  o f  t h e  T h h ' d  l n t e r n a t i o n a 1  1 r o n  a n d  s t e e l
C o n 8 r e s s ,  P 、 3 2 1
P . 3 0 0
D  7 t h  l n t e r n a t i o n a l
S t e e l m a k i n g  D a y s ,  p h y s i c a l  c h e m i s t r y  a n d  s t e e l m a l d n g
( v a s o i Ⅱ O S ,  o d . , 1 9 7 8 )
T ・ F u w a ,  S . B a τ 1 - y a  a n d  H y d r o g e n  a n d  N i t r o g e n  i n  L i q u i d  l r o n  A n o  s
F . 1 S h i i  :
d o n . ] O S  M . t a " ×  2  ( 1 9 7 2 )  P . 4 2 4
Ⅶ そ の 他 研 究 報 告
・ 不 破 祐
・ 不 破 祐 的 男 幸 雄
・ 的 場 幸 雄
萬 谷 志 郎
鉄 鋼 の ガ ス 分 析
不 破 祐
学 振 水 素 分 析 法 に 於 け る 2 ,
良 に つ ぃ て
鋳 鉄 の ガ ス 分 析 に っ い て
日 本 金 属 学 会 夏 期
講 習 会 資 料
a 9 4 9 )
東 北 大 学 選 研 粂 縦
9  a 9 5 3 )
富 士 製 鉄 技 帳
4  a 9 5 5 )
3  の 改
1 〕 . 2 4 1
・ S. Matoba and
1. Fuwa
・ T. Fuwa and
S. Ban-Ya
・不敍祐
Decarburi2ation hom Liquid steel
Studies in MetaⅡUrgy For sachio
・不般祐
Hydrogen in lron A110ys
S])ecia] pubHcation for the 60th Anniversary o{血e Bh'th of
A. som釦・in,(1971)
臼木金属学会叛 P587製鋼物理化学
16 a97フ)
日本金属学会雜 P.661
16 a俳7)
9
Ore
製鋼過程の鋼中の水素に関する実験
室的研究
by oxygen and
M飢oba, a96の
Iron
P.57
1 0
特 別 講 演 の 邦 訳
・ 商 塩 某 性 ス ラ グ
H i g h l y  B a s i c  s l a g "  b y  G e T h a r d  D e r g e
鉄 と 鋼  4 9  a 9 6 3 )  P .  H 1 8
溶 融 合 金 銘 小 の 非 金 属 性 元 素 に 関 す る 熱 力 学
肌 T h e n れ o d y n a m i c s  o f  N O D - M e t a Ⅱ i c  E l e m e n t s  i n  L i q u i d  l r o n  A Ⅱ o y s b  b y  J o h n  c h i p m a n
鉄 と 釧  5 1  a 9 6 5 )  P . 1 井 7
寸 割 触 鉄 の 熱 力 学
熊 T h e r m o d y n a m i c s  o f  L i q u i d  l r o n  s o l u t i o n N  b y  L .  S .  D a r k e n
鉄 と 鏑  5 3  a 9 6 7 )  P . 1 3 8 1
製 鋼 過 程 に お け る 金 属 液 滴 と 気 泡
い D r o p s  a n d  B u b b l e s  i n  s t e e l  M a k i n g u  b y  F . D .  R i c h a r d s o n
鉄 と 錨  5 9  a 9 7 3 )  P . 1 4 8 7
・ 冶 金 反 応 に お け る 界 面 現 象
" 1 n t e r f a c i a l  p h e n o m e n a  i n  N X れ ' a c t i v e  M e t a u u r g y "  b y  F . D .  R i c h a r d s o n
鉄 と 鋼  5 9  a 9 7 3 )  P . 1 6 2 2
. い R e s e a r c h e s  i n  s t e e 1 リ  b } '  J o h n  c h i p m a n
日 本 金 属 学 会 ゛ 長  1 2  a 9 7 3 )  P . 3 6 7
そ. T. FU、va :
の
・不破祐
他
・ T. FU、va :
Japanese Research on physical
Chanish'y of steelmaking
「熱力学的原理の現場への応用」と
題する会議に出席して
・不破祐
・不破祐
Futute Mata'ials Requirements of
the stee1 1ndustry in Japan
「金属化学に関する国際シソポジウ
ノ、」(1基礎と応用,1鉄冶金学へ
の応jn)
金1風製錬反応速度に関する日米セミ
ノ・ー
J. of Metals,
M故'a鮖9)
鉄と鋼 51a965)
Ⅱ
AustraHan Mining,
Ja U紅y a97の P.34
P.170
P.1289
鉄と釧 58a972) P.1168
学振19妥一10016 a97フ)
1 2
著
・ 金 属 製 錬 技 術 ハ ソ
第 4 ; 捕
書
・ 鉄 釧 製 錬 の 基 礎
男 芋  9 1 i l .
1 9 6 3 年
ド ブ ッ ク
燃 料 お よ び 耐 火 物
冶 金 物 理 化 学
t 1 芋  3  ] _ ゛ :
1 9 7 1 年
金 属 製 錬 用 耐 火 物
・ 溶 鉄 ・ 溶 注 の 物 性 値 便 覧
比 熱 , 混 合 熱色 1 5  了 F :
1 9 7 3 年
釡 属 製 錬 船 よ ぴ 精 錬 の 基 礎
朝 倉 書 店
・  s t u d i e s  i n  M e t a U 山 ' g y  f o t  s a c h i o  M a t o b a , 1 9 6 9
朝 倉 書 店
E d i t o r
1 9 7 2 年
プ L 善
日 本 鉄 鋼 協 会
